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第四部学校教育講座

(2001年８月21日受理）

によると，文科大学の教授の欄に，日高真実の名

がある。しかし，日高真実は，「高等師範学校教

授トシテ２）五級俸（但当分千円支給）文科大学

教授トシテ四百円支給セラ」れたのであった。給

料額からみると，高等師範学校教授3）としての

俸給が多い。－週間の「教育学」の担当時間も，

高等師範学校の方が多いのである。

「師範学校令」によると，高等師範学校は，東

京に一校設置されることとになっていて，『高等

師範学校学科及其程度ノ事」（明治19年10月14日

文部省令第17号）によると，その学科は，男子師

範学科と女子師範学科に分かれていた。そして，

男子師範学科は，理科学科，博物学科および文学

科に分かれていた。修業年限は３ヵ年で，文学科

の時間配当は，表（ｖ－①）の通りである。教科

の中で配当時間の多いのは，教育学・倫理学の時

間である。第１学年，４時間，第２学年，３時間，

第３学年，13時間である。この配当時間は，理化

学科，博物学科とも，同じである。その内容は，

教育汎論，教授汎論，教授各論，教育史，批評及

実地練習，人倫道徳ノ要旨等々である。

女子師範学科は独立して，１８９０（明治23年）年

３月25日，女子高等師範学校となる。

1892年（明治25）年７月には，高等師範学校の

学則は，大幅に改正される。学科は，文学科，理

化学科，博物学科の三学科に分けるのは変わらな

いけれども，文学科を，国語および漢文を主とす

る甲科と外国語を主とする乙科の二科に分けたこ

とは，以前と異なる。また，各科の修業年限を３

ヶ年から４ヶ年に延長したことも，重要な改正で

ある。勿論，学科目および毎週教授時数も，大幅

に改正された。それは，表（Ｖ－②)の通りである。

大幅な改正の要点は，表表（ｖ－②）の注で記

した通りである。

第５章帰国後の日高真実の活動と友人達

第１節帰国後の日高真実の活動

約３年半のドイツ留学を終えて，日高真実は，

1892（明治25）年２月28日，横浜港に到着する。

真実がドイツに留学していた約３年半余の間，

日本は，どのように変化していたか。その大きな

変化の一つは，「大日本帝国ハ万世一系ノ天皇之

ヲ統治ス」（第一条）という天皇が強大な権限を

有する「大日本帝国憲法』が，1889年（明治22）

年２月11日，発布された。これによって，天皇制

国家体制が確立された。衆議院と貴族院の２院制

の帝国議会が開設されたが，２院は全く対等の権

限もっていたため，国民の意思を反映する衆議院

の発言権は半分しかなかった。しかも，衆議員の

有権者は，満25才以上の男子で国税15円以上の納

入者に限られており，全国民の約1.1パーセント

に過ぎなかった。１８９０（明治23）年５月17日には，

『府県制・郡制』が公布され，戦前の地方自治制

度が確立するのである。

教育の分野では，内閣制が発足し，初代文部大

臣に就任し，積極的に教育改革を進めていた森有

礼が，大日本帝国憲法発布祝賀式典が行なわれる

当日，刺され，翌日亡くなる。翌年の10月７日は，

小学校令が改正され，小学校について詳細な規定

がなされる。そして，同月30日，戦前の教育の基

本理念となる『教育勅語」が公布されたのである。

まさに，新しい日本国が，着々と，進展しよう

としていた。その頃に帰国した日高真実は，帰国

翌月の1892（明治25）年３月16日，「高等師範学

校教授兼文科大学教授」に任命されたのであった。

ここで注目すべきことは，「兼」という文字であ

る’)。素直に考えると，高等師範学校教授が専

任で，文科大学教授は兼任ということになる。し

かし，『帝国大学一覧』（従明治25年至明治26年）
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表（ｖ－①）高等師範学校文学科の授業時
間配当表

（明治19年10月14日制定）
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間
一
一
一
間
間
間
間
間
間
間
一
一
一
期
間
間

期
期

奔
紀
揮
揮
揮
奔
年
年
年
朧
静
揮
奔

間
間
間
間
間
間
間
間
間
間
間
間
間

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

時
時
時
時
時
時
時
時
時
時
時
時
時

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週
週

毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎
毎

注文部省『師範教育関係法令』昭和13年

３月８１頁。

兼職となっている帝国大学教授の場合を検討し

てみよう。1892（明治25）年12月24日出版の「帝

国大学一覧』（従明治25年至明治26年）によると，

文科大学の教授の一員として，「教育学文学士

日高眞實宮崎」とある。これから見ると，帝

国大学文学大学の専任教授である。文科大学は，

哲学科，国文学科，漢学科，国史科，史学科，博

言学科，英文学科，独逸文学科，佛蘭西文学科の

九つの学科からなる。真実の出身学科の哲学科の

学科課程は，つぎの通りである。

×印ノ四課目中一課目ヲ撰修セシム」４）

教育学は，第三学年で，毎週２時間，講義が行

なわれている。哲学科以外の８科目も，そうであ

る。したがって，文科大学では，９学科の学生全

員が，合同で，教育学の講義を受けたのであろう。

高等師範学校の教育学担当の時間数と比べると，

帝国大学での教育学担当時間数は，かなり少ない。

このことから，「高等師範学校教授兼文科大学教

授」と称せられ，給料も，高等師範学校教授とし

て，千円，文科大学教授として，四百円，支給さ

れたのである。３）

高等師範学校および文科大学で講義された教育

学の内容は，今のところ分らない。しかし，それ

は，帰国，約１年前に出版された『日本教育論』

および，帰国直後に出版された「教育に関する攻

究」に基づいたものであったものであることは推

察出来る。それについての検討は，次章で行なう

｢哲学科

第一年

墓菫興雫臺雪'三期)}{製期鬘雛
史学 一年間毎週三時

国語一年間毎週一時

漢文一年間毎週三時

理学（動物学若クハ地質学）一年間毎週三時

英語一年間毎週三時

篭音

操樂

六

六

六

哲學

四

四

理財學

一

一

一

歴地

史理

六

五

英

垂叩

六

五

＝ 
￣ 

漢國

文語

六

四

四

倫教

理育

学學

四

＝ 
￣ 

第一學年

第二學年

第三學年

文學科
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表（Ｖ－②）高等師範学校毎週授業時間配当表（明治25年７月改正）

庭

明治26年４月より，１年生から実施。

修業年限を４ヶ年とする。

文学科は，さらに，甲乙二科に分ち，国語および漢文を主とする者を甲科とし，外国語を主とする者を

乙科とする。

文学科に於ては，習字・図画・音楽・商業を随意科目として，その－科を課し，理化学科に於ては，図

画，音楽，手工を随意科目としてその－科を課すのである。博物学科は，学科目多きをもって，随意科

目を置かないのである。

第４年の時間数は，第１学期のみに限り，第２・第３学期は，主として附属学校において，実施授業に

従事せしめ，傍ら学校管理法ならびに，教育に関する法令を授くるのである。

前の規程に比べると，学科目は，つぎのように改正された。

１．倫理学を修身と改め，諸学科の筆頭に置いたこと。

１．国語，漢文を理化学科および博物学科に加えたこと。

１．哲学を理化学科，博物学科にも加えたこと。

１．三分科ともに，法制の科を加えたこと。

１．理化学科において，特に簿記を－科としたこと。

東京文理科大学「創立六十周年」

昭和６年10月30日４１～44頁による。
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